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要旨要旨要旨要旨    

スピーチレベルの選択について、母語話者の間にはほぼ共通した認識が存在すると思わ

れるが、学習者、特に日本在住の留学生は日本語スピーチコミュニティへの参加経験を通

して試行錯誤しつつ、自らスピーチレベルの使用規範を構築し、習得し続けなければなら

ない。彼らのスピーチレベルの使用実態を解明するためには、数多くの先行研究が行われ

てきた。その大部分は初対面という人間関係に焦点をあて、多数の対象者を集め、複雑な

ネットワークから一つの関係性のみに着目し比較することによって行われた研究にとどま

っており、スピーチレベルの実際使用については、依然として不明な点が残されている。

しかしながら、人間関係の構造は初対面で終ってしまうのではなく、人とコミュニケーシ

ョンを取りながら、周りの他者と結びつくに伴い、それぞれが社会的ネットワークを構築

するのが常である。そこで、本研究では少数の対象者に絞り、その人が実生活場面での人

間関係及び場面におけるスピーチレベルの選択基準にはどのような中間言語的な特徴があ

るかを分析・考察することを目的とする。考察結果に基づき、スピーチレベル指導におい

て有用だと思われる具体的な提案を行う。 

本稿では来日以前に日本語学習経歴を有する日本在住の上級学習者 2 名を調査対象とし、

彼らを取り巻く社会的ネットワークの中から、日常生活で日本語母語話者との接触場面に

おいてその場で行われた会話を録音・文字化する。それをデータとして、学習者が会話相

手と場面によってスピーチレベルをどのように使い分けているのかを調査し分析した。 

スピーチレベルは文末のスピーチレベルと語のスピーチレベルに大きく分けられるが、

本研究では、特に文末の「デスマス体」の使用・不使用、「ダ体」の使用・不使用といった

文末表現に注目した。以下は調査結果のまとめである。 

本稿の調査結果において、上下関係に関しては、CJ2は相手が自分と同年輩にも関わらず、

「デスマス体」を用いて丁寧な話し方をしている一方で、CJ1の会話データの一つでは「社

会的規範」からの逸脱が見られた。しかし、コミュニケーション上の障害にはならずに、

仲間同士として柔軟に接している様子も見られた。「言語的要因」についての調査結果には、

CJ2の会話データには「適語探索」が観察され、上級学習者には「適語探索」によるシフト

が必ずしも現れないことがわかった。また、母語の干渉は特に見られなかった。「個人的ス

トラテジー」についての考察結果、「ダ体」発話による括り、スピーチレベルの自己修正や

話者交代によるスピーチレベル選択には差が見られた。 

本研究では、異なる社会的ネットワークへの考察を加えた結果、実生活場面に基づいた

スピーチレベルの使用はより複雑を極めていることが判明し、教科書で一般的に示されて

いるスピーチレベルに関する固定的な規範を理解するだけでは、日本語スピーチコミュニ

ティに円滑に参加できるようにならないことが明らかになった。しかし、上級話者が主体

的に社会参加をするとともに、人的ネットワークを自ら意識的に構築していく過程で、試

行錯誤を繰り返しながら運用の機会を増やすことが重要だと考えられる。社会参加の機会

が多ければ、上級話者は自身が置かれたそれぞれのコンテクストを批判的に考える練習を
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積み、そこで使用すべき適切かつ妥当なスピーチレベルについての、＜自らの規範＞を自

律的に学び取り、身につけていくことが可能であることが本研究の調査から得られた示唆

だと言える。 
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